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真核生物のゲノムは膨大な数の転移因子に占
められている。転移因子はゲノム内を転移する能
力を持つ寄生性DNA因子であるが、これはゲノ
ムから排除されず、世代を越えて保持される。し
かし、如何にして転移因子が転移因子として認
識され、どのような分子経路を経てゲノムに保持
されているかは不明であった。

転移因子の抑制因子を発見
小分子RNA(piRNA)の生合成因子として、ミ
トコンドリア局在化因子2種とYb body内因子
4種を見いだした。更に、転移因子の抑制段
階に働く因子(DmGTSF1、Maelstrom)を発
見した。

転移因子制御の分子機構を発見
小分子RNAの生合成において、Zucchiniが
piRNAを作るハサミとして働くことを明らかにし
た(図1)。また、転移因子抑制段階に働く
DmGTSF1がPiwiと核内において協調的に
働くことで転移因子を抑制することを発見した
(図2) (Genes Dev., 2013)。

真核生物はゲノム内で自身の生存に必須な遺伝
子(自己)と転移因子(非自己)を区別する未知の
仕組みを持っている。この仕組みでは、小分子
RNAが重要な役割を果たしていることが示されて
おり、分子生物学的に小分子RNA研究を展開す
ることで解決される可能性が高い。これを明らかに
することは生命の設計図の解明に重要である。

代表論文：Genes & Development, 27, 1656-1661, 
(2013)

これまで、数%の蛋白質コード領域を対象と
した研究から様々な重要発見がなされた。今
後は、残り90%以上のゲノム領域も研究対
象や疾患治療戦略の対象となることが十分

予想される。その際、本研究対象である転移
因子を標的とした薬や小分子RNAを用いた
治療法が構築されると期待される。
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図1
小分子RNA 生合成においてZuccnihiはpiRNA
前駆体を切断する。

図2
DmGTSF1はPiwiと協調的に働くことで転移因子を
抑制する。Piwiと結合する核内因子の報告はこれが
初めてとなる。


